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※令和７年度は決算見込み額です。

※　人件費相当額試算は、従事職員数に平均人件費を用いて試算したものです。

2,582,416 0

ボランティアガイド、手
紙でつむぐ「ありがと
う」の思い、まごころ訪
問、「こども学びスタｉ
ｎ深谷」

ボランティアガイド、栄
一翁みらい宣言、まごこ
ろ訪問、「こども学びス
タｉｎ深谷」、フォーラ
ムの実施

ボランティアガイド、栄
一翁みらい宣言、まごこ
ろ訪問、「こども学びス
タｉｎ深谷」

ボランティアガイド、栄
一翁みらい宣言、まごこ
ろ訪問、「こども学びス
タｉｎ深谷」

3,534,000

執行体制

項 目

令和8年度

事務事業を
構成する
予算事業

本事業の
主な業務

「渋沢栄一翁ジュニアボランティアガイド」の実施

ふるさと先生派遣事業の実施

ふかやの子６つの誓いの実施

まごころ訪問の実施

「栄一翁みらい宣言」の実施

渋沢栄一翁　こころざし読本の作成

「ふるさと　ふかや・渋沢学」推進会議の実施

総合的な学習の時間への支援

「こども学びスタｉｎ深谷」の実施

作成日

細事業名

事
業
費 地方債

年度別計画

3,168,000 6,982,000

0

決算額

国支出金

4,424,000

4,465,259

0

747,021

0

単位：円

2,827,000

総事業費試算

人件費相当試算※

従事職員数（人）人件
費

8,492,741 8,320,109

6,925,211 5,847,421

0.88

事務事業評価表
１．基本事項

0.73 0.94

根拠法令
個別計画等

事業区分

目的
※何のために

ふるさと教育推進事業

　児童生徒が、ふるさと深谷を担う自覚をもつ子どもを育むため、学校、家庭、地域が一体となって、ふるさとに触
れ、ふるさとを理解し、誇りに思う子どもの心や態度を育むことを目指すものである。

対象
※誰・何を対象に

区分 款

手段
※どのように

　ふるさと教育推進のため、地域の教育資源、地域施設等を利用・活用する。

成果
※何を求めるか

　ふるさとを理解し、誇りに思う子どもの心や態度の育成を図る。

中項目 1 共に学び成長が実感できるまちづくり

0

事務事業

1

事業概要

２．事業費（投入コスト）

総
合
計
画

主要プロジェクト

0

0 0 0 0

2,527,000

0 0 0

2,582,416

区分

大項目

小項目

2

　深谷の自然、歴史文化、伝統行事、産業といった教育資源、特に郷土の偉人渋沢栄一翁を通して、ふるさと深谷を
担う自覚をもつ子供を育むため、学校・家庭・地域が一体となって、ふるさとに触れ、ふるさとを理解し、誇りに思
う子供の心や態度を育むことを目指すものである。

県支出金 820,509 1,440,145 1,468,550 1,390,729 1,597,000

教育研究所費

財
源
内
訳 他特定財源

一般財源

予算（現額）

0

教育総務費

　市内市立小・中学校の児童生徒

0

10,974,740 11,382,706

8,392,324 6,958,706

0.99 0.79

1,032,543

0

2,472,688

令和5年度 令和6年度

12,194,166

7,728,907

令和08年06月19日(金)

令和9年度

学校教育法施行規則

■ □

2,996,709 1,191,687

学校教育課 担当係 教育指導担当 管理番号 72251ふるさと教育推進事業

次代を担う人と文化を育むまち

「生きる力」を育む学校教育の推進

令和7年度

教育費

1,567,530

ボランティアガイド、手
紙でつむぐ「ありがと
う」の思い、まごころ訪
問、「こども学びスタｉ
ｎ深谷」

担当課

令和4年度

前年度決算額（円）

一般会計



目標値の算定根拠/実績値の出所
成果指標１

観点別評価は、指標達成の有無の他、その達成率も勘案して総合的に評価します。
目標値の設定がないものについても、進捗状況等を踏まえA～Cの三段階にて評価します。

・活動実績は、見込みに沿い、か
つ投入資源に見合っているか。

（１）事業達成度評価
事業達成度評価は、意図した活動により事業目的に適う成果がでているかを評価します。
（評価基準）（A:達成している　B:おおむね達成している　C:達成していない）

A活動

評価理由・指標数値の推移
新一万円札発行一周年を記念し小学校における「リモート交流会」中学校
における「まちづくりサミット」を実施し、ふるさと教育の充実を図っ
た。小学校における総合的な学習の時間においてはボランティアを活用し
て学習を進めていたが中学校の活用は少ない状況であるので改善を図って
いく

指標名

ふるさと先生の派遣回数

総合的な学習の時間ボラン
ティアの活動延べ人数（小学
校）

目標値

実績値

総合的な学習の時間ボラン
ティアの活動延べ人数（中学
校）

自分で課題を立て、情報を集
め整理し、発表等（小６）

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

自分で課題を立て、情報を集
め整理し、発表等（中３）

評価評価の観点区分

22.00 22.0071.00

362.00 517.00
人

成果指標２

目標値

実績値

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

活動指標２

活動指標３

単
位

人

３．評価指標

目標値の算定根拠/実績値の出所

活動指標１
実績値

目標値は設定しない/応募実数（令和5年度以前「ありがとうの手紙」の応募者数）

区分

「栄一翁みらい宣言」の応募
者数

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

活動指標４

82.90 88.30 90.60

実績値の算出式

90.00

実績値

目標値

28.00

90.00

目標値は設定しない　/　活動延べ人数

実績値の算出式

32.00 29.00 33.00

66.00
人

％

実績値

目標値

実績値

目標値

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

令和
9年度

令和
4年度

令和
5年度

令和
6年度

評価者 課長補佐兼指導主事　松本　勇輝

区分 評価の観点 評価 評価理由

効率性

・意図した成果が上がっている
か。
・指標未達成の場合は、その原因
を分析できているか。

・ICTの活用や業務改善が充分か。
  ※検証必須
・コスト面など効率的に執行できてい
るか。
・民間委託や他事業との統合・連携が
可能か。

関連機関との連携を丁寧に行い、効率性と効果を高めている。今後も連
携・調整の充実をＩＣＴの活用も含め行っていく。

B

A

各市立小・中学校において探究的な学習を実施し、実績値は中学校が目標
値を0.6ポイント上回った。しかし中学校では目標値を5.1ポイント下回っ
たので、各校でのカリキュラムの見直しを行い探究的な学びの充実を図っ
ていく。

成果

（２）事業効率性評価
事業効率性評価は、執行体制や手段など効率的に事務事業を執行しているかを評価します。
（評価基準）（A:効率的である　B:高める余地あり　C:効率的でない）

評価者 課長補佐兼指導主事　松本　勇輝

４．観点別評価

目標値

実績値

目標値

実績値の算出式

90.00

目標値は設定しない　/　活動延べ人数

520.00 600.00

９０％を目標値と設定する　/　「全国・学力学習状況調査」生徒質問紙調査結果

90.00

84.9087.20 83.30 91.70

90.00 90.00 90.00
％

90.00 90.00

85.20

令和
7年度

令和
8年度

9,601.00

90.00

90.00 90.00

９０％を目標値と設定する　/　「全国・学力学習状況調査」児童質問紙調査結果

回

11,265.00

目標値は設定しない／派遣回数　※R4より

9,472.00 9,951.00


